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研究名  検診データを用いた甲状腺機能に関連する因子の探索 

実施責任者  糖尿病・内分泌・栄養内科 山内 一郎 
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目的・方法  本研究では、どのような因子が甲状腺ホルモンの血中濃度に影響を与えるかを

明らかにするため、検診において実施する甲状腺機能検査や甲状腺超音波検査

のデータを解析します。検診で測定される多くの項目との関連を調べることに

より甲状腺ホルモンがどのように調節されているかを検討し、新たな評価法を

確立することを目指しています。問診内容、血液尿検査結果、画像検査結果を

過去に受診された内容から解析します。また、情報収集にあたっては、個人を

特定する情報は削除し、匿名化した上で管理し、氏名等の個人情報に関わるデ

ータが流出することはありません。なお、この研究は京都大学大学院医学研究

科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の長の

許可を受けています。 

研究対象 2016年4月1日から2021年12月31日の間に、ハイメディック京大病院にて検診を

受けられ、『先制医療・生活習慣病研究(R0619)』に同意された方を対象としま

す。 

研究実施期間 研究機関の長の実施許可日から5年間 

負担ならびに予測

されるリスクおよ

び利益 

本研究に参加することによる研究対象者に生じる負担並びにリスクはありませ

ん。また、本研究に参加することによる研究対象者個人への直接的な利益は生

じませんが、研究の成果により将来の甲状腺診断・治療法が進歩する可能性が

あります。 

経済的負担・謝礼 本研究に参加することによる経済的負担はなく、謝礼もございません。 

 

本研究は研究助成金により行いますので、特定の企業からの資金提供を受けることはなく、資

金提供者が研究の企画、運営、解析、論文執筆に関与することはありません。利益相反について

は、「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメント規程」に従い、「京都大学

臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査されています。 

この研究で得られた結果は､専門の学会や学術雑誌に発表されることもありますが､患者さんの

プライバシーは十分に尊重されます。データの取扱いには慎重に配慮し、患者さん個人に関する

情報（氏名など）が外部に公表されることは一切ありません。 

本研究の対象となることを拒否される際には、当教室では書面でのご連絡を受け付けておりま

すので、メールまたは郵送・FAX でのご連絡をお願いします。また、研究計画書等の閲覧を希望

される場合も、下記にご連絡頂ければ研究の実施に支障のない範囲で対応いたします。 

ご連絡の際には以下の情報を添えてお願いします。 

• ご氏名 

• 京大病院の診察券の番号 

• 拒否される研究の名称 

なお、拒否された場合には検査結果が研究に用いられることはなく、拒否されたことにより不

利益を被ることも一切ありません。 



連絡先 

京都大学医学部附属病院 糖尿病・内分泌・栄養内科 

京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 

メール：ichiroy@kuhp.kyoto-u.ac.jp、TEL：075-751-3560、FAX：075-751-4244 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町54 山内 一郎 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口  

メール：ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp、TEL：075-751-4748 


